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“ものづくりが文明をつくる”

株式会社ノリタケカンパニーリミテド
常務取締役　開発・技術本部長

中山　和尊

　日本のセラミックス業界は、長期のオールドセラミックス時代を経て1950年代電子

部品に使用されはじめた。1970年代後半に電子機器の小型化の要求に対応して回路の

SMT化が進んだ。それにともない電子部品のチップ化で高信頼性が進み、小型電子機器

が多数出回り、エレクトロセラミック部門が急拡大した。

　自動車は1990年代後半から環境対応が必要になり、高温時高信頼なセラミックスを

使用したセンサー、フィルターが急拡大した。

　電子部品、自動車用部品は、高信頼性が要求され、開発技術力より製造技術力が要求さ

れる。現在我国の両部門の生産は世界No.1の製造技術力により、世界で高シェアを得て

おり日本の産業発展にも多いに貢献している。

　P.F.ドラッカーが言っている“ものづくりが文明をつくる”は電子機器と自動車用セラ

ミック部品のためにある言葉であると私は思っている。

　欧米は、研究者も多く、長期間に研究に携わっているが、研究後現場でもの作りをして

いる人は大変少ない。東アジアは、優秀な技術者は30代後半には経営者となり、長期的に

技術と技能を極める人はほとんどいない。一方、日本は欧米に比較して研究に携わる人

は少ないが、若いときから時間を惜しまず、長時間開発を行い、30代になると開発だけで

なく、現場でもの作りに励む。

　P.F.ドラッカーは『断絶の時代』で、求められる技術者は、知識の裏づけのもと技能を修

得しつづけるものであると言っている。この言葉は、日本の現在のセラミック技術者像

そのものであると思う。日本が、電子部品、自動車用部品の生産量で世界でのシェアが高

いのは、技術者が長期間技術と技能の連鎖を行っているためと私は確信している。

　2010年以降発展が予想されるエネルギー関連はセラミックス部品が多く使用される

と予想される。エネルギー用セラミックス部品の生産でも日本が高いシェアを得たいが、

今後日本では現在250万人いる技術者が50年間で半減する。また労働条件の整備で時間

を惜しまず、開発･量産化を行う日本式が難しくなってきて大変困難が予想される。

　今後も日本が優位に立つには、技術者が長期的に技術と技能の連鎖を行い、ものづく

りに励む事が必要ではないか。日本のセラミックス業界に“ものづくり”を残したいもの

である。
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Japan Fine Ceramics Center事業報告事業報告

２００７年度研究成果発表会を開催

　７月４日東京科学技術館および７月１１日名古屋国際会議場にて、２００７年度ＪＦＣＣ研究成果発表会を開催し
ました。
　外部講師による特別講演、国プロジェクトを共同研究した企業研究者による成果発表の後、口頭による５件の研究
成果発表と４８件（東京会場では２４件）のポスター展示を行いました。東京会場では１９１名、名古屋会場では３２
９名と例年を大幅に上回る多数の方々にご来場いただきました。
　①興味を持った　②詳細を聞きたい　③新規性、独創性に優れた　④分かりやすい　の4項目に対し、ご出席の方々
にアンケートとして投票をしていただきました。口頭発表では、「ナノ構造研究所の紹介」が全項目で良い評価をいた
だき、「強誘電体の第１原理計算」が①③④項で、「過熱水蒸気用ヒーター」が①④項で、「ZnO系近赤外発光デバイス」が
③項で高い評価を受けました。ポスター展示では、「新規電池理論」「焼結過程のシミュレーション」「カーボンナノチュー
ブの大量合成」「高離型性セラミックス型材料」「6H-SiCの結晶方位依存性」の評価が高く、実物の出展が増えたことも
あり、熱気あふれる活発な意見交換が行われ、成功裏に発表会を終了することができました。

「希少資源代替材料開発プロジェクトについて」（東京会場）

経済産業省 製造産業局 ファインセラミックス室　課長補佐　渡辺　隆史　氏

「計算機援用によるセラミックス科学の新展開」

京都大学大学院 工学研究科材料工学専攻 教授 ・ JFCC客員主管研究員　 田中　　功　氏

【 特別講演 】

「高温水素分離膜モジュールの開発」

（株）ノリタケカンパニーリミテド 開発・技術本部 主任　　吉野　　泰　氏

「電子ビームPVD法による熱遮蔽コーティングの航空機用エンジンへの適用をめざして」

（東京会場） 　　　　　　　　　　　（株）ＩＨＩ 航空宇宙事業本部　間篠　謙一　氏

「電子ビームPVD法による熱遮蔽コーティングの発電用ガスタービンへの適用をめざして」

（名古屋会場）（株）東芝 電力・社会システム技術開発センター 主務　和田　国彦　氏

【 国プロジェクト成果講演 】

「マルチセラミックス膜新断熱材料の開発プロジェクト等」（名古屋会場）

材料技術研究所 所長代理  松原　秀彰

【 新規国プロジェクトの紹介 】

「強誘電CaTiO3の第一原理計算」

「導電パスを内蔵したガスシール融着材の開発」

「ZnO系薄膜を用いた近赤外発光デバイスの研究」

「高温過熱水蒸気用ヒーターの開発と利用技術」

ナノ構造研究所 主任研究員　森分　博紀

材料技術研究所 主任研究員　須田　聖一

材料技術研究所 主席研究員　田中　　滋

材料技術研究所 副主任研究員　和田　匡史

【 研究発表 】
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電子ビームPVD法による大型基材への
ナノ構造セラミックス膜形成技術の開発

謝辞 ： 本研究は、経済産業省の「ナノコーティング技術開発」の一環としてNEDOの委託を受けて実施したものである。

　電子ビーム物理蒸着(EB-PVD)法によるセラミックスコーティングは、高度なナノ構造制御と高速成膜を両立させた

コーティング技術であり、独特の柱状･羽毛状構造を有するナノ構造セラミックス膜を形成する。これまでは航空機エ

ンジン部品などの全長10cm程度以下、重量1kg程度以下の小型部材への適用が主流であったが、発電用ガスタービン

動翼などの複雑な3次元形状で重量20kg程度の大型部材へ適用できれば、EB-PVDによるナノ構造セラミックス膜の適

用分野が格段に拡大することが期待できる。

　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構からの委託事業「ナノコーティング技術」プロジェクトの成果と

して、EB-PVDによる複雑形状・大型基材へのコーティングを可能にするための要素技術を開発した（図1を参照）。

図2に示す、今回設計・開発した大型基材回転装置により、外径20cm、重量20kgまでの部材を搭載することが可能になっ

た。これは、例えば、発電用ガスタービン第一段動翼に相当する部材にコーティングできることを示している。

　熱容量の偏りが大きい複雑形状部材全体の均一加熱には、長時間を要するため非効率的であるため、電子ビームを

基材に照射することにより直接加熱する技術を開発した。電子ビーム出力、部材各部への電子ビーム照射パターンな

どを調整することにより、発電用ガスタービン動翼全体を均一に加熱できる技術の基礎を確立した。

　さらに、発電用ガスタービン模擬翼基材に対してEB-PVDによるジルコニア成膜試験を実施し、部材の必要範囲に均

一に成膜可能であることが確認できた。

　大型部材への成膜技術を確立することにより、EB-PVDナノ構造セラミックス膜の適用範囲が広がることが期待さ

れる。今後は、航空機エンジンメーカーの株式会社IHI、発電用ガスタービンメーカーの株式会社東芝と共同で、更なる

実用化研究を進めていく予定である。

図1　今回開発した装置･技術の概要 図2　大型基材回転装置

プレスリリース
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高性能セラミックス製水素分離膜モジュールの開発

謝辞 ： 本研究は、経済産業省の「高効率高温水素分離膜の開発」プロジェクトの一環としてNEDOの委託を受けて実施したものである。

　株式会社ノリタケカンパニーリミテド、東京大学工学系研究科化学システム工学専攻　中尾真一教授との共同研究

により、世界に先駆けて高性能なオールセラミックス製水素分離膜モジュールの開発に成功し、その耐久性評価を実

施した。

　開発した水素分離膜モジュールは、直径6mm、長さ400mmのアルミナ製多孔質チューブ支持基材を6本同心円状に

配置し、中心に分離した水素を集めて取り出すためのアルミナチューブ管を配した構造をしている（図1参照）。水素分

離膜は非晶質シリカで構成されており、東京大学で開発された対向拡散ＣＶＤ法と呼ばれる方法により、アルミナ製

多孔質チューブ支持基材の外表面に製膜されている。この水素分離膜の構造や性能をＪＦＣＣにて評価・解析した。

　水素分離膜は細孔径約0.3ナノメートルに制御されているため、小さな水素分子は膜を透過するが、大きな他の分子

は膜を透過できないために分離が可能である（図2参照）。開発したモジュールの分離性能としては、例えば、水素と窒

素で比較すると、窒素に比べ水素が1000倍通りやすいことが確かめられた。このような分離を行う際は、水素を含む

ガスをモジュール外側より供給し、水素分離膜を透過した水素を内部で集め取り出すが、モジュール１つあたりの膜

面積は0.04平方メートルで、その水素処理能力は１時間で660リットル（差圧1MPaの場合）であり、１キロワット級の

家庭用燃料電池1台の作動が可能となる。

　モジュールの耐久性として、500℃の高温での水素と窒素の混合ガスからの水素分離性能は、1000時間経過後もほ

とんど変化せず、回収ガスの水素濃度は99％以上を維持していることが確認できた。これにより、十分実用レベルの

耐久性を有していると考えている。

　開発したモジュールは、今後燃料電池の普及に伴い需要が伸びることが予想される水素の製造プロセスの高効率化

に利用できるだけでなく、各種の水素が関連するプロセスへの適用が考えられる。他の水素分離膜の材料としては有

機材料、金属材料があるが、有機材料は耐熱性が低い、有機蒸気を含む条件では使用できないといった制限があり、ま

た、金属材料は300℃以下の低温では使用できず、更に共存するガスの制約も受ける。これに対し、今回開発したセラミッ

クス製分離膜は、室温から600℃までの広い温度領域に対応可能であり、有機蒸気や炭化水素系ガスの存在下でも使

用可能なことから、様々な分野での利用が期待できる。

　今後は実用化に向けた用途開発を進め、2010年の実用化を目指す。

図１　オールセラミックス製水素分離膜モジュール 図２　分離機構

プレスリリース



電子顕微鏡解析と第一原理計算による材料物性予測により、
合理的な材料・デバイスの設計を推進

Japan Fine Ceramics Center研究成果 3研究成果 3

最先端の電子顕微鏡と第一原理計算で加速する材料・デバイスの研究開発

5

新材料や新デバイスの開発には試行錯誤による技術の蓄積が必要不可欠であるが、
近年格段に進化した先端的解析技術や計算技術を用いた物性発現機構の解明によ
る合理的で迅速な開発が求められている。

背 景

電子顕微鏡解析と第一原理計算により、物性発現機構の解明や迅速な最適製造プロ
セス条件決定に貢献する。

目 的

成 果

参考文献 ： J. Buban, et al. Science, 311, 212-5 (2006).
　　　　   H. Sasaki et al. Appl. Phys. Lett. 89, 244101-1-3 (2007).
特許　　 ： 特願2005－375477

図1　アルミナ結晶粒界の走査透過電子顕微鏡像 図2　異なるドーパント濃度を持つＧａＡｓモデル　
　　  サンプルの模式図と電子線ホログラフィー　
　　  で得られたドーパント分布像

使用したモデルサンプルの模式図

（1）イットリウムを少量添加したアルミナのクリープ強度が大きく向上するメ
カニズムを解明→新材料の合理的設計に貢献。 

（2）化合物半導体内の微量ドーパント分布の高精度解析に成功→迅速な最適プ
ロセス条件決定に貢献。

今後の展開
企業の新製品開発
に貢献

先端的電子顕微鏡技術と第一原
理計算手法を益々発展させ、材料・
デバイスの研究開発に応用

添加したイットリウム原子は粒界に存在。
第一原理計算によると，このイットリウム
が本来弱い粒界を補強していることが判明。

ドーパント分布に対応した明瞭な濃淡像が
得られている。



第一原理計算を用いた新規強誘電体材料の材料設計
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強誘電CaTiO3の第一原理計算

6

PZTに代表される強誘電体はアクチュエータなどの圧電材料として広く用いられ
ているが、その多くはPbを含有している。近年環境保護の観点からPbを含有しない
代替材料の開発が強く望まれている。

背 景

第一原理計算によるPbTiO3に匹敵する強誘電性を有する材料の探索、及びそのメカ
ニズムの解析。 

目 的

成 果

図1.　第一原理計算により予測された強誘電　
　　　CaTiO3の理論構造とその自発分極の理論値

図2.　基底状態である非強誘電体相（Pnma相）
　　　とのエネルギー差の圧力依存性

（1）CaTiO3の強誘電相は極性ソフトモードの存在により、PbTiO3と同程度の相
対的エネルギー安定性を有する。

（2）実験的には、CaTiO3はTiO6八面体が回転するソフトモードによるより安定な
相転移が実現するために強誘電体化しない。

（3）第一原理計算による検討の結果、負の静水圧をかけて格子を拡張させること
により、TiO6八面体が回転するソフトモードを抑制され、強誘電体化する可
能性があることがわかった。

今後の展開 非鉛新規強誘電体
材料設計

CaTiO3固溶系における格子拡張によ
る強誘電性を第一原理計算により検証

PbTiO3に類似したラストモード的イオン変
位と大きな自発分極（Ps=0.67C/m2）が理論
計算より予測される。

負の靜水圧を印可することにより各結晶相の全エネル
ギーが変化し、約-8.3GPaにてTiO6八面体回転モードに
よる非強誘電体相（Pnma相）に代わって、強誘電体相（P4mm
相）が最も安定となることが理論計算より判明。
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住宅・ビル等の冷暖房によるエネルギー消費は日本の総エネルギー消費の約8％を占め、当該分野の省エネは日本全体の省エネ

にとって最も重要な課題の一つです。そのような状況の中、住宅・ビル等の断熱性を高めることは冷暖房エネルギーの削減に最も

効果のある方法です。住宅・ビル等の断熱材（壁・床等）には、断熱性が高いことはもとより、圧縮強度が優れ、軽量で、薄く、不燃性の

断熱材料の開発が求められています。また、窓は壁等よりも熱損失が大きいため、高性能な断熱ガラスの開発も求められています。

更に、住宅・ビルの省エネ以外にも、家電製品、輸送機器、エネルギー貯蔵などに用いる超断熱材料の開発が望まれています。

そこで本研究開発では、高強度（圧縮）断熱セラミックス粒子技術、セラミックス・ポリマー複合化技術、高効率輻射防止コーティ

ング技術、透視性高性能断熱材技術などを駆使して、超断熱壁材料および超断熱窓材料の開発を行い、わが国の省エネ・CO2削減に

貢献することを目的としています。

ここで、熱を伝える三要素（格子振動、対流、輻射）のいずれも抑えるマルチセラミックス膜技術の開発により、熱の伝わりやすさ

を従来の約1/3に抑えた超断熱材料を開発すること、超断熱材料における複合微構造を作り込み、かつ、それを透明化することがブ

レークスルーのポイントとなります。主な研究開発の目標値として、熱伝導率0.002W/mK、熱貫流率0.3W/m2Kの断熱壁材料、熱伝

導率0.003W/mK、熱貫流率0.4W/m2Kの断熱窓材料の開発を目指します。

研究開発期間は、平成19～23年の5年間の予定です。
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新規国プロジェクト紹介

目的

住宅やビルなどの冷暖房における大幅な省エネを実現する画期的な断熱性能を示す壁および窓材料をセラミックスのナノ多孔

体構造やナノ羽毛状構造およびセラミックス・ポリマー複合化構造などからなるマルチセラミックス膜アセンブリ技術によって

開発します。具体的な内容は以下の通りです。

主な内容

・ナノ多孔質構造およびナノ羽毛状構造をもつマルチセラミックス膜合成技術の開発

・ポリマー膜によるセグメント真空構造化による新断熱壁材料の開発

・セラミックス膜によるセグメント真空構造化による新断熱タイル材料の開発

① 優れた断熱性能と機械的強度を兼ね備えた断熱壁材料の開発

・ナノフラクタル構造を有する透明セラミックス膜合成技術の開発

・ナノ多孔質構造を最適化（透明化を含む）するマルチセラミックス膜合成技術の開発

・ガラスによるセグメント真空構造化による新断熱窓材料の開発など

② 優れた断熱性能と透明性を兼ね備えた断熱窓材料の開発

窓

家

想定される出口像

マルチセラミックス膜
新断熱材料の構造模式図

マルチセラミックス膜新断熱材料の開発コンセプト

機
能
性
能
の
高
度
化

材
料
化
技
術
の
高
度
化

格子振動・対流抑制

ビル

ポリマーセラミックス

真空セグメント

ガラス

壁

１． マルチセラミックス膜新断熱材料の開発

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）からの委託

トピックス 1トピックス 1

多孔体強度を保ち、粒径・孔径
を制御した合成技術を開発

上記多孔体を真空かつセグメ
ント化する技術を開発

ナノ構造のセラミック
ス粒子合成技術

セラミックス・ポリマー
複合技術

ナノ構造のセラミック
ス膜のコーティング技

輻射の抑制

ナノオーダーの気孔、積層構造
を有する羽毛状構造の膜を合
成する技術を開発

耐久性・耐熱性の付与

耐熱性、耐久性、耐環境性を持
った断熱材料を開発

透明性の付与

ナノ多孔体の透明性を高め、窓
用材料を開発

セラミックス複合化技
術

透明断熱膜材料の合成
技術
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希少金属は我が国産業分野を支える高付加価値な部材の原料であり、近年需要が拡大しています。しかし、途上国に
おいても著しく需要が拡大していることや、そもそも他の金属と比較して、金属自体が希少であり、代替性も著しく低
いとともに、その偏在性ゆえに特定の産出国への依存度が高い等から、我が国の中長期的な安定供給確保に対する懸
念が生じています。これに対する具体的な対策として、探鉱開発の推進、リサイクルの推進、代替材料の開発、備蓄等の
対策が進められています。本研究開発はこの総合的な対策の一部として代替／使用量低減を目指すものでもあり、こ
れを通じて我が国の希少金属の中長期的な安定供給を確保することを目的としています。

8

目的

インジウム、ディスプロシウム、タングステン等の希少金属については、これからの成長分野である燃料電池、情報
家電、ロボット等の新産業創造分野の拡大により需要が増大する見込みです。これら希少金属の使用量低減技術開発
として、結晶粒界、界面、薄膜性状の制御等マイクロ構造の制御による使用量低減材料開発に必要な高機能化技術の開
発を行います。また、代替材料開発として、材料開発、製造プロセス開発等による代替材料製造に必要な高機能化技術
を開発します。ここでは、結晶粒界、界面、薄膜性状の観察、制御技術による、機能発現メカニズムの解明と構造最適化
技術の開発、材料特性に適合した製造プロセスの開発、数値計算の援用による最適材料設計技術の開発などがキーテ
クノロジーとなります。

超硬工具向けタングステン（Ｗ）の場合、使用量低減Ｗ材料開発として、硬質粒子、合金組成等の最適化表面被覆の高
性能化、膜密着性向上、製造プロセス開発（組織制御）、複合化技術開発が、Ｗ代替材料開発としては、材料開発等、製造
プロセス開発（結晶、分散制御）、成形技術等などの研究項目が設定されています。

具体的には、超硬工具向けタングステン使用量低減技術開発および代替材料開発として、炭窒化チタン（Ti(C,N)）基
サーメットの組織形成を解明するための基盤研究、新しいサーメット固溶体粉やコーティング技術の開発、さらには
サーメット工具として実用化を目指した技術開発を、ＪＦＣＣと、独立行政法人産業技術総合研究所、株式会社タンガ
ロイ、冨士ダイス株式会社等が共同して行います。機能、製造コストは現状と同等とする条件下で、希少金属使用原単
位について、超硬工具向けタングステン（Ｗ） を３０％程度低減させることが目標として設定されています。

研究開発期間は、平成19～23年の5年間の予定です。

主な内容

トピックス 1トピックス 1

サーメット特性の組織学的因子解析と特性向上 新規サーメット・コーティング工具開発マップ

組織学的因子 靭性

材
料
の
特
性

耐
摩
耗
性
・
硬
さ

２． 希少金属代替材料開発プロジェクト

経済産業省からの委託
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オープンラボとは、ナノ構造研究所を、「企業の研究分室」として活用いただくことを目的とする制度で、オープンラ
ボ利用者には、世界トップレベルの高性能電子顕微鏡や計算機システムを使用できる材料研究環境を提供するととも
に、最新の実験技術や解析技術を指導いたします。　
また、安心してご利用いただくために、秘密保持に関する契約を締結させていただきます。
なお、複数の企業から派遣された研究者が、同一の試料作成室や電子顕微鏡室を使用することになりますが、電子顕
微鏡試料は微小であるため、通常はそれが何の試料であるかは、他社の研究員にはわかりません。しかし、居室でデー
タを解析するときは機密保持に留意する必要がありますので、ご要望に応じて施錠可能な専用の個室を用意させてい
ただきます。
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ナノ構造研究所ニュース

・オープンラボとは？

オープンラボには様々なメリットがあります。

・オープンラボのメリット

「オープンラボのイメージ」

トピックス 2トピックス 2

貴社研究機能

機密情報管理範囲

研究所

電子顕微鏡等、高額
の研究設備投資・維
持管理費用が不要
に

分室

ＪＦＣＣの世界最先端の
電子顕微鏡等を利用

ＪＦＣＣに駐在

貴社研究を実施
ＪＦＣＣの専門研究スタッフ
によるアドバイス・指導

研究者派遣

研究成果

ナノ構造研究所

１． オープンラボをご活用ください。

○ 自社で高額な設備投資や維持管理費の負担をせず、最新鋭の電子顕微鏡や計算機を使って問題解決できる。

○ 電子顕微鏡や第一原理計算の、技術・ノウハウ・最新情報などを習得できる。

○ 自社の研究開発を行いながら、人材教育・育成ができる。

○ ナノ構造研究所の持つ、大学などトップクラスの外部機関とのネットワークを利用できる。
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平成１９年４月１９日に起工式を行った、ナノ構造研究所用研究棟増築工事が順調に進んでいます。完工は平成１
９年１２月末を予定しています。
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ＪＦＣＣのもう一つの研究所である材料技術研究所では、優れた研究開発力と高性能な各種試験研究設備を保有し
ています。ナノ構造研究所の微構造解析・計算材料設計技術と、材料技術研究所の様々な材料創製技術・評価検証技術
のコラボレーションにより、より効率的な材料開発が可能になります。

・材料技術研究所とのコラボレーション

ＪＦＣＣでは、企業の方々がご利用しやすい形でのオープンラボ制度の運用を考えています。貴社のご希望を最大
限尊重し、より効率的な研究開発に協力させていただきますので、まずはご相談ください。

・オープンラボに関するお問い合せ先

問い合わせ先 財団法人ファインセラミックスセンター　営業部

トピックス 2トピックス 2

工事の様子 完成予想図

２． ナノ構造研究所用研究棟増築工事が順調に進んでいます。

Tel. 

Fax.

E-mail  ｒｅｓｓｕｐ＠ｊｆｃｃ．ｏｒ．ｊｐ

052-871-3500（代）

052-871-3503

従来の電子顕微鏡では、磁気構造や電場構造をナノレベルで観察することは困難でしたが、近年の技術進歩によ
り、磁化分布・電場の定量的な解析ができるようになり、半導体内極微量ドーパント分布解析など様々な応用が考
えられるようになっています。

・ ホログラフィ電子顕微鏡

第一原理計算に用いる計算装置として、ワークステーションを並列化したクラスタ計算機を3期に分けて導入し
ます。これにより、パーソナルコンピュータの約３００～５００倍の計算速度・計算規模でのシミュレーションが
可能になる予定です。

・ 電子計算機（クラスタ計算機）

現在ナノ構造研究所が保有する、透過型電子顕微鏡　6台（高分解能微細構造解析用、電子線ホログラフィ用、超高温
その場観察用 ほか）、走査型電子顕微鏡　3台、各種試料作成装置に加え、今後、以下の設備を導入いたします。

・主な研究設備

従来のレンズでは、球面収差の補正は不可能と考えられていましたが、この数年間に格段の技術進歩を遂げたこ
とにより、収差補正が実現し分解能が高まり、個々の原子を明瞭に観察できるようになっています。

・ 収差補正走査透過電子顕微鏡
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　私は中国の東北部寮寧省錦州市（瀋陽の近く）の出身で、平成７年に西安の　西科技大学無機非
金属材料工学科を卒業し、同校の助教に採用されました。平成１０年、同学科修士課程に入学後、
同校と学術協定を結んでいる名工大大学院に再入学するために退学し、平成１１年７月に来日、
平成１２年４月から同上都市循環システム工学専攻の「ナノ機能材料研究室（種村ｘ２研究室）」
で『金属酸化物半導体ナノ構造体の作製、構造・物性評価の研究』に従事し、種村榮先生の薫陶を得
て“飛び級”で平成１６年３月に工学博士号を取得しました。この間、平成１４年にチタニアエピ
タキシャル薄膜の研究で日本工業新聞社主催の「独創性を拓く先端技術大賞 学生部門　特別賞」
を幸運にも受賞できました。その後、日本学術振興会外国人特別研究員、及び名工大環境調和セラ
ミックス科学研究所のプロジェクト助教授として、上記分野を引き続き研究してきました。
　JFCCでは、「マルチ断熱セラミックスPJ」での『シリカエアロゲル透明断熱材の研究』と、自主研
究や公募採択研究での『チタニアや酸化亜鉛等のナノ構造体の作製とオプトエレクトロニックス、光触媒への応用の研究』を進めます。新しい発想
を大事にし、社会に役立つ研究成果を目指したいと思います。
　現在、大学の管理フリーの研究環境とのギャップに相当悩んでおります。部長さんや皆さんには色々お世話になりますので、どうかよろしくお
願いします。

材料技術研究所
エンバイロンメンタル・マテリアル部
副主任研究員待遇　　苗　蕾

　２００７年４月１日付けで材料技術研究所のエンバイロンメンタル・マテリアル部に嘱託採用
していただきました松宮正彦と申します。現在、同部内の電気化学機能チームに所属し、「マイク
ロSOFC開発に向けた高温絶縁シール材の研究開発」に従事しております。
　採用以前は高等教育機関にて教育重視型の職場におりました。教育よりも研究志向が強いこと
もあり、JFCCでの職員採用は極めて喜ばしいものでした。また、愛知県一宮市の出身ですので、場
所的にもJFCCは大変望ましい地域です。
　以前の研究活動を回顧しますと、大学院修了後、溶融塩を利用する乾式分離の研究開発に従事
しました。その後、時代の趨勢を受けて、常温溶融塩（イオン液体）の研究に移行しました。ここで、
向流電気泳動法を利用した希土類元素等の高付加価値金属を分離・回収する研究を行ってきまし
た。しかしながら、上記の研究はいずれも電気化学では基礎的な領域で、応用性をあまり意識せず
に研究を進めておりました。
　これまで5ヶ月間を経過した中で、JFCCでは出口先を見据えた産業性重視型の研究であり、報告会は週1回のハイペースで行われ、スピード感を
意識した研究展開が重要であることを認識しました。実験・資料作成・議論を行い、日々新しい発見のある刺激的かつ魅力的な職場であります。そ
れゆえ、忙しいなりにも充実した毎日を過ごせることに幸せを感じます。今後も研究チームの更なる発展を目指して、努力していきたいと思いま
す。

材料技術研究所
エンバイロンメンタル・マテリアル部
副主任研究員待遇　　松宮　正彦

　２００７年４月１日付けで採用頂きました森分博紀です。どうぞよろしくお願い致します。現在、
４月に開設されましたナノ構造研究所のナノスコピー・シミュレーション部に所属し、「第一原理
計算による材料研究」に従事しております。
　第一原理計算は、量子力学の原理のみを用いて、材料の電子状態を計算し、その構造、物性など
を計算する研究手法です。近年のコンピュータ技術の長足の進歩により、従来スーパーコンピュー
タを用いなければならなかった高度な計算が、PCクラスタレベルで行えるようになってきました。
私は強誘電体に興味を持っているのですが、強誘電体相転移を引き起こすソフトモード、強誘電
体の構造、自発分極などが高い精度で計算できるようになり、全くの未知物質の強誘電特性を予
測することすら可能になっております。このようなことは一昔前には全く想像することすらでき
ませんでした。このような大きな可能性を有する第一原理計算を皆様の材料研究に役立てて頂く
ことが私の使命の一つであると考えております。
　現在、名古屋に単身赴任中で、赴任当初は、なにかと不安も大きかったのですが、周囲の皆様に暖かく迎えて頂き、日々楽しく研究に邁進してお
ります。新参者で何分わからないことが多く、ご迷惑をお掛けすることも多いかと思いますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

ナノ構造研究所
ナノスコピー・シミュレーション部
主任研究員　　森分　博紀
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　２００７年４月１日より、ナノ構造研究所に入所致しました山本和生と申します。実は、新入職
員としてここにスペースを頂くのは大変恐縮ですが、JFCCには１９９７年から約１０年間お世話
になっております。大学院生の時に、微構造解析Gに研修生として加えさせていただき、２０００
年３月に卒業後、一旦JFCCの流動研究員として入所致しました。２００１年１月より３年間、科学
技術振興事業団の科学技術特別研究員に採用され、さらにその後３年間、日本学術振興会の特別
研究員に採用されました。その６年の間、客員研究員としてみなさんと同じように勤務しており
ましたので、すでにみなさんとは顔馴染みであり、実験装置（電子顕微鏡）は兄弟のような間柄になっ
ております。
　専門は、学生時代から一貫して、電子線ホログラフィの開発、応用に携わっております。この技
術では、電子材料や磁性材料などの電場や磁場を、直接的に観察することができます。電子顕微鏡
で原子配列を観察するのはすでに一般的でありますが、電場や磁場も見えることを知った時は一種の感動を覚えました。それ以来、ホログラフィ
の虜になっております。現在では、半導体材料や磁性材料の評価に注目される技術になっており、ナノ構造研究所の一つの柱であります。この技術
をJFCCの持つ特殊技術として、さらに発展させるべく精進していきたいと思っております。改めまして、今後ともよろしくお願い致します。

ナノ構造研究所
ナノスコピー・シミュレーション部
副主任研究員待遇　　山本　和生

I'm Rong Huang from China. I graduated from Shanghai Institute of Ceramics, Chinese Academy of 
Science in 2005. The major field of my PhD work was engineering ceramics such as alloyed SiC by 
analytical transmission electron microscopy (AEM). During my PhD study, I spent half a year in Max 
Planck Institute in Stuttgart to learn TEM techniques such as high resolution TEM, scanning 
transmission electron microscopy (STEM), and electron energy loss spectroscopy (EELS). After I got 
my doctor degree in Shanghai, I came to Japan and worked in Kyoto University for two years. From 
then on, I focus myself on the microstructure characterization of oxide semiconductor thin films by 
various TEM techniques. 
In April 2007, I came to JFCC and joined Nanostructures research laboratory (NSRL). It's my honor to 
work in this world-leading laboratory in electron microscopy and first-principle calculations. It's also a good opportunity for me to learn new techniques 
and knowledge and to contribute myself to the development of NSRL.
Finally, I would like to thank my colleagues in JFCC, who give me much help in my research and daily life. Let's work hard for the bright future! Thank 
you!

ナノ構造研究所
ナノスコピー・シミュレーション部

黄　栄

　２００７年４月１日付けでナノ構造研究所職員として採用されました吉田竜視と申します。こ
の3月に、豊田市にある豊田工業高等専門学校（豊田高専）電気・電子システム工学科を卒業いたし
ました。　　現在は、主に「集束イオンビーム（FIB）装置による試料作製」と、「透過型電子顕微鏡（TEM）
による試料観察」の技術を修得するべく、諸先輩方にご指導いただいております。学生時代の専門
分野とは異なる分野で、全くの素人でございますが、1日も早く皆様のお役に立てるように頑張り
たいと思います。
　学生時代はずっと吹奏楽をやっており、テューバという大きな低音金管楽器を吹いていました。
その役割は、トランペットやサックスが奏でる旋律の裏で、しっかりとそれらを支えることです。
縁の下の力持ちというところでしょうか。あまり目立つことはないですが、決して欠かすことの
出来ない存在です。JFCCにおいても、試料作製など陰ながら皆様の研究の一助となれるように、そ
してたまには目立てるように、勉強していきたいと思います。
　今年成人式を迎えたばかりの若輩者でございます。ご迷惑も多々お掛けするかと思いますが、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

ナノ構造研究所
ナノスコピー・シミュレーション部

吉田　竜視

A three-hundred-mile journey starts with the first step
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　２００７年４月１日付けで、私立名城大学よりJFCCに入所しました岡部寛央と申します。現在、
事務局の経理・国会計の担当となり、先輩方にご指導をいただきながら仕事をしています。
　大学では、経営学部経営学科に所属し、会計学や企業経営学などを学びました。講義では、簿記
について多く学び、日商簿記２級の資格を取得しました。こういった大学で学んだことを、少しで
も多く仕事に活かしていきたいです。
　入所した当初は、学生から社会人になったばかりということもあり、とても緊張をして毎日を
過ごしていました。入所して２ヶ月くらいは、仕事中はずっと緊張しているので疲れてしまい、夜
９時には寝ていました。そんな毎日を過ごしていましたが、周りの方々から仕事を丁寧に教えて
いただいたり、優しく声を掛けていただいたりして徐々に緊張がほぐれるようになり、今では、過
度に緊張をすることも少なく、仕事をすることができるようになりました。本当に感謝しています。
　今後も、先輩方からご指導をいただきながら仕事を進め、１つでも多くの仕事ができるように努力していきたいと思います。毎日コツコツと頑
張っていきますので、よろしくお願い致します。

事務局　　岡部　寛央

JFCC の動きJFCC の動き

６月３０日付

　退職（自己都合）

　　材料技術研究所　リライアブル・マテリアル部　副主任技師

　出向元復帰

　　事務局

 

７月１日付

　出向受入

　　事務局

７月３１日付

　退職（自己都合）

　　材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部　調査役

向井　一夫

荻本　吉彦　  (中部電力（株）) 

岡田　真宏　  (中部電力（株）)

佐藤　正廣

人の動き

○　愛知労働局　　愛知労働局長　奨励賞

　　　受賞者　： 財団法人　ファインセラミックスセンター

○　社団法人　応用物理学会 　 応用物理学フェロー表彰

　　　受賞者　 ： 種村　榮

　　　受賞題目：「セラミックス薄膜・ナノ材料の研究開発と産業応用」

表　彰
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『The 1st International Symposium on Advanced Microscopy 
and Theoretical Calculations (AMTC1)』開催案内

　『The 1st International Symposium on Advanced Microscopy and Theoretical Calculations (AMTC1) 』は下記の通り開催
されます。  このシンポジウムはファインセラミックスセンターに設立されたナノ構造研究所の開所を記念して今後
２年に１度の開催が計画されています。 このシンポジウムの目的はナノ構造解析、最先端の材料設計に用いられる電
子顕微鏡、理論計算の最新技術とその成果について深く議論することにあり、本シンポジウムでは約２５件の招待講
演、及び一般参加者によるポスター発表が予定されております。
　なお、本シンポジウム終了直後サテライトワークショップが開催されます。

【AMTC1】
　　2008年6月29日・30日　 名古屋国際会議場　
【サテライトワークショップ】
　　2008年7月2日～4日　　　ファインセラミックスセンター

１． 開催期日・会場

　参加登録費は無料です。

２． 参加登録

　シンポジウムでは、最先端の電子顕微鏡と理論計算の下記の主要分野について議論します。

　・高分解能透過電子顕微鏡（HRTEM）
　・電子線ホログラフィ
　・理論計算の分光法への応用
　・環境制御型顕微鏡
　・格子欠陥
　・マテリアルズ・インフォマティクス
　・走査型プローブ顕微鏡

・走査透過電子顕微鏡 （STEM） 
・EELS、EDS等を用いたナノスケール分光法
・電子顕微鏡最新技術 
・界面、粒界 
・第一原理計算理論、モデリング
・材料科学の基礎的な問題 

３． シンポジウムトピックス

（財）ファインセラミックスセンター　ナノ構造研究所

４． 主催者

（株）JTBサポート中部／JTBイベント＆コンベンションサービス
E-mail：amtc1@jecs.org 
なお、詳細な情報については下記公式ホームページをご覧ください。
公式HP：http://jecs.org/amtc1/index.html

５． お問い合わせ先
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2007 中国（上海）国際先端セラミックス工業展示会（ACE2007）
開催案内

会期
会場
主催
後援
海外後援

同時開催

：2007年10月23日（火）～  25日（木）
：上海光大会展中心（上海市漕宝路88号）
：上海市硅酸塩学会、中国科学院上海硅酸塩所
：中国珪酸塩学会特殊陶磁器分会
：韓国ファインセラミック協会、韓国窯業技術研究院、
　韓国江原陶磁器新材料産業事業団、財団法人ファインセラミックスセンター
：2007年国際先端セラミックス技術及び産業化研究シンポジウム

＜お申込み・お問い合わせ先＞
上海環球展覧有限会社
住所：上海市青海路118番　雲海苑19階　200041
電話：+0086 21 5228 7030-846/849
FAX：+0086 21 5228 7022
E-mail：

http://www.aceramicsexpo.com/

Catherine.Wang@sh-wes.com
Wilson.Sun@sh-wes.com

日時
場所
内容

： 2007年10月18日（木）11：00～12：30
： 名古屋国際会議場　　地下１Ｆ　レストラン「カスケード」
： 11：00～11：05

11：05～11：15
11：15～11：40
11：40～12：30

挨拶
現況報告
ナノ構造研究所概要説明
昼食懇談会

お問い合わせ先：（財）ファインセラミックスセンター　事務局　TEL:052-871-3500

2007年度賛助会員懇談会（特別・普通合同）を開催します

　毎年、賛助会員相互の情報交換と交流の場として、賛助会員懇談会を開催しています。
　今回は、４月にスタートしたナノ構造研究所の概要説明を行い、ご理解を深めていただくとともに、ランダムなグルー
プごとで昼食を取りながら、当センターへのご要望、ご意見を交換し、また、異業種交流の場を提供させていただく機
会となります。
　会員の皆様におかれましては、多くの方にご参加くださいますようご案内申し上げます。

　また、引き続き１３：００から「ファインセラミックスシンポジウム２００７」を開催します。
（同会議場　１号館４階　１４１～１４２会議室）
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13：00～13：05

開催要項

プログラム

（財）日本自動車研究所　総合企画研究部　部長　　堀　　政彦　氏

開会挨拶

14：45～15：00 休憩

17：00～17：05 閉会挨拶

13：05～14：05
基調講演 「２０３０年にむけた自動車技術　～次世代自動車の現状と将来展望～」

トヨタ自動車（株）　ＦＣ技術部　主査　　大仲　英巳　氏
14：05～14：45

講演 1　「燃料電池自動車開発の現状と課題」

（株）ジーエス・ユアサ コーポレーション　研究開発センター第3開発部　部長　　温田　敏之　氏

15：00～15：40

講演 2　「リチウムイオン電池の現状と将来展望
　　　　　～自動車用、鉄道用、産業用リチウムイオン電池について～」

日本ガイシ（株）　セラミックス事業本部　セラミックス事業部　事業部長代理　　酒井　　均　氏
15：40～16：20

講演 3　「ＤＰＦの現状と今後の展開」

（株）デンソー　情報安全システム開発部　第一開発室　室長　　手操　能彦　氏
16：20～17：00

講演 4　「自動車における安全技術の現状と将来」

日　時

場　所

定　員

参加料

問合せ先

2007年10月18日（木）13：00～17：05

名古屋国際会議場　１号館４階　１４１～１４２会議室　名古屋市熱田区西町1-1　
TEL 052-683-7711 地下鉄 名城線 西高蔵駅または 名港線 日比野駅より徒歩５分

３００名（定員になり次第締切）

無料（要申込）

（財）ファインセラミックスセンター　研究統括部
〒456-8587　名古屋市熱田区六野二丁目４番１号
ＴＥＬ 052-871-3500　ＦＡＸ 052-871-3599
E-mail : fcsympo07@jfcc.or.jp     
http://www.jfcc.or.jp/26_event/index.html

主催　（財）ファインセラミックスセンター、名古屋市

ファインセラミックスシンポジウム2007開催のご案内

次世代自動車の現状と将来展望
～エコロジー・快適・安全を追求する先端材料～

　第一線でご活躍の専門家の方々にわかりやすくご講演していただきます。多数の皆様がご参加下さいますようご案
内申し上げます。


